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琵琶湖高島沖コアの年代モデル改訂について
Revision of age model for Takashima-oki drilling core, Lake Biwa, Japan
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1986年に琵琶湖北湖において採取された高島沖ボーリング試料については様々な分析が行われ、気候変動に関する様々
な報告が公表されている。現在はさらに高分解能の古気候記録を復元するために試料間隔を狭めた分析が進行中である。
その際にネックとなるのが年代コントロールであるため、高島沖採泥点で再度試料を採取し、年代測定を行うこととし
た。高知大学所有のピストンコアラを用いて 3本の試料を採取した。採取試料長は約 16ｍで現在得られている最下部の
年代は深度約 14.5ｍで約 45kaBPである。
コア間の対比は主要テフラおよび含水率プロファイルによっている。含水率は 5ｍｍ毎に測定し、5cm毎に測定した

高島沖コアの含水率と比較した。その結果、コア間には非常に良い対応が見られた。一方、K-Ahおよび U-Okiの深度に
関しては、炭素年代との比較の結果、訂正を要する可能性が浮上した。今回得られたコア試料については、今後粒度測
定、全炭素・全窒素濃度測定を実施する予定であり、高島沖コアとの対比の精度をさらに上げていく予定である。
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